
　

　

「ひなまつり」《 今月の食に関するお話し♪》

令和８年3月皆野町学校給食センター

いよいよ３月、今の学年で過ごす日も残りわずかとなり、卒業や進級など節目を迎える時期となりまし

た。給食は、「心と体の栄養になるように」「おいしく安心して食べられるように」など、たくさんの思

いを込めて作っています。皆さんは、給食を食べながら、どんなことを感じ、学んだでしょうか？

今年度の給食もあと少しで終わりです。この１年を振り返るとともに、残りの日々も給食をしっかり食

べて、元気に学校生活を送ってほしいと思います。

給食の前に

手をきれいに

洗えましたか？

食事のあいさつは

心を込めて

言えましたか？

おはしを正しく使う

ことができましたか？

よくかんで味わって

食べられましたか？

バランスの良い食

事のとり方がわか

りましたか？

自分に必要な量を

考えて食べることが

できましたか？

地域でとれる食べ物を

知ることができましたか？

行事食や郷土料理に

ついて知ること

ができましたか？

楽しい給食時間を過

ごせましたか？

毎年３月３日は、女の子の健やかな成長と幸せを願い、お祝いをする「ひなまつり」です。ひな人形や

桃の花を飾り、さまざまな願いを込めた料理やお菓子をいただきます。季節の花にちなんで「桃の節句」

とも呼ばれます。２日の給食に「ちらしずし」「ひなあられ」を出します。

もとはひしもちを砕いて作られていました。

関東と関西で大きく異なり、関東地方では米

粒形の甘いポン菓子、関西地方では直径１cm

ほどの丸形のあられが親しまれています。

酢飯の上に、縁起の良い食べ物、旬の食べ物を

彩りよく散らしたおすし。ひな祭りの食べ物とし

て定着したのは最近のことで、もとは、塩漬けに

した魚と米を発酵させた「なれずし」が食べられ

ていたとされています。

友達や先生方と過ごした給食時間は、学校生活のかけがえのない思い出の一つとなっていることでしょ

う。給食が届くまでにはたくさんの人が関わっていて、皆さんを大切に思う気持ちが詰まっています。こ

れから先、困難にぶつかることがあったら、ぜひ給食のことを思い出してください。皆さんが元気で活躍

できるようにと、いつまでも応援しています。

新年度が始まると、環境が変わり、心と体に負担がかかりやすくなります。春休み中も早寝・早起

きを心がけ、朝ごはんをしっかり食べて体調を整えておきましょう。


